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本
年
度
の

卒
業
生
は
六

O
名
で
、
昨

年
に
埼
へ
る

と
二
六
%
の

減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
ず
進
路

状
況
を
み
る

と
、
国
立
、

県
立
、
私
立

高
校
が
一
一
一
一

名
、
訓
練
校

七
名
、
就
職

二
二
名
(
う

ち
男
子
二
二

名
、
女
子
九

名
)
と
な
っ

て
お
D
、
就

職
者
の
五
九

%
は
定
時
制

高
校
へ
通
う
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数帯世

人

男
口

子

就

職

地

び

職

種

の

状

況

へ卒業生 就(定時制高校職) 高校進学 各種学校

男 36 13 ( 5 ) 16 7 別三
女 24 9 (8) 15 。 進路 会きも

計 60 22 (13) 31 7 状況 等事
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外
女
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一

愛
媛
県
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
同
一
と
く
に
社
会
科
で
は
五
十
年
度
か

和
教
育
基
本
方
針
を
出
し
て
、
教
育
一
ら
初
め
て
部
落
の
歴
史
に
、
は
っ
き

の
中
で
正
し
く
同
和
問
題
点
官
認
識
さ
一

D
し
た
こ
と
ば
で
ふ
れ
て
い
ま
す
o

せ
、
差
別
し
な
い
、
差
別
に
負
け
な
一
こ
の
よ
う
に
同
和
教
育
は
、
学
校
で

い
、
差
別
を
許
さ
な
い
入
閣
を
育
成
一
ど
し
ど
し
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
翻

ナ
る
た
め
、
同
和
教
育
を
強
力
に
推
一
父
兄
と
し
て
は
学
校
で
ど
の
よ
う
に
推

進
す
る
よ
5
要
請
し
て
い
ま
す
。
一
進
し
て
い
る
の
か
、
騒
聞
を
も
っ
て
い

本
校
に
お
き
ま
し
で
も
、
同
和
対
一
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

策
審
議
会
や
県
の
基
本
方
針
に
そ
っ
一
す
o
，

て
、
同
和
教
育
の
年
間
計
画
を
た
て
よ
学
校
で
の
取
D
組
み
で
注
意
し
て
い

あ
ら
ゆ
る
揚
で
人
間
尊
重
教
育
を
つ
一
る
点
を
あ
げ
ま
す
と
、
ま
ず
社
会
唱
で

ら
ぬ
く
努
力
を
い
た
じ
で
苦
手
。
石
和
問
題
の
認
識
を
深
め
る
見
)

4齢

男き??差ぞi信望書E量
雪弓 ちに雪雪撃をあ・次の

く喜 D 主的 ZS審案受
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学
校
同
和
教
育
に
つ

い
て

(
河
辺
中
学
校
)

喜
子
最
長
矛
却
炉
官
阿
保
凶
作
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世帯数
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人

口

女

定
時
制
高
校
を
含
め
る
と
九
六
%
あ
り

ま
す
。特

に
、
働
き
な
が
ら
学
ぼ
う
と
す
る

男
女
あ
わ
せ
て
一
一
一
一
名
の
人
達
に
は
、

ぜ
ひ
最
後
ま
で
や
れ
νと
お
し
て
欲
し
い

も
の
で
す
。

ま
た
就
職
地
の
状
況
を
み
る
と
、
県

外
が
五
名
(
男
子
の
み
-v

県
内
が
一
七

名
と
な
っ
て
お
h
y
、
県
内
に
と
ど
ま
る

人
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
す
。

職
種
で
は
近
年
、
紡
績
・
運
輸
関
係

が
誠
っ
て
き
て
お
b
、
技
術
取
得
の
可

能
な
大
工
・
看
謹
婦
な
ど
を
希
望
す
る

傾
向
が
で
て
い
ま
す
。

学
校
別
の
進
学
状
況

建塁。時費量。整す整士号双差襲警54i設住戸か!
計時 農をが害 警。警こ河苧はt霊長支持宅さま塁悪!
雪国寝間諸問詳し積5て持あ平のの 0 長 j
一塁τ苦言去を語議員ミ理主主説関長25j
Z堅幹皇警鐘号言語害事FZi維持苦手j

詩話諮~ふるさとに望む~j官従事委j

;521;i … 遂 事 ;igi57i 
E言宗許はね可選考芸河は討会会号きそiiI 
iiiiiii;iiiiii!品目iiiiii
ま署長野F時τ震東員宅軽量等蓄を言要雲間E芝否j
議官54語32喜FZ事官去最ZS巴予雪空事事士;

い見き実はで入254dE嚢主事手代り警4fZ害対
そEbZZ員史官供信い弓窓字署長震雪5i議諸市ま統j
是主主主こをめい長Fh供時霊長竺河Z完封

2，810 口

県 )L. 高 校 私立 各種

大 大 八

総合高 初| 幡 松 内 松 子，ムー・ 撃 帝 愛 粟 務
洲

農
浜
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高 高 業 工

子 回
島

陵 高 附 高
海

校 西
!水

校 属 等
員

自軍
業

高 高 高 看 農 職
普 商 農畜 機電

機
高 産 護 土 首11学 学

名
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念願の受通事故

を達成.グ

大
洲
響
察

署
か
ら
昭
和

五
十
年
に
お

け
る
交
通
白

書
が
発
表
さ

れ
、
一
九
六

件
の
事
故
の

う
ち
河
辺
村

だ
け
が
念
願

の
か
ゼ
ロ
。

達
成
を
果
し

て
い
る
。
簡

単
な
よ
う
で

“ゼロ"

ー

l
働
き
な
が
ら
学
べ
る

j

通
信
高
校
(
松
山
東
高
校
)

家
庭
の
事
情
な
ど
の
た
め
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
人
た
ち
に
、
年
令

や
性
別
に
制
約
も
な
く
、
ま
だ
場
所
や

時
間
に
も
あ
ま
D
拘
束
さ
れ
な
い
で
学

習
で
き
る
通
信
制
の
高
校
が
、
本
県
で

は
松
山
東
高
校
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

出
願
資
格

中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
本
年
度
卒
業

見
込
み
の
者
、
並
び
に
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
。

入
学
許
可
は
書
類
審
査
の
上
で
決
定

し
、
入
学
選
考
桝
は
不
要
で
す
。

な
お
、
特
典
の
一
つ
と
し
て
教
科
書
、

学
習
書
は
各
人
が
購
入
し
ま
す
が
、
年

度
末
に
国
庫
補
助
金
と
し
て
各
人
に
交

付
さ
れ
ま
ず
か
ら
無
償
に
な
る
わ
け
で

す
。
受
付
は
五
月
末
ま
で
で
す
。

く
わ
し
い
内
容
の
問
合
せ
や
、
申
込

先
は
左
記
の
と
お
hu
で
す
。

松
山
市
持
田
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二
丁
目

松
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高
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学
校通

信
制
課
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事
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課

電
話
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手
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八
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r
f
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f
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す
の
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「
接
木
に
よ
る
自
家
育
詣
で
の
優
良
品

種
の
育
成
と
、
優
良
系
統
更
新
で
の
所

得
増
大
を
/
」

一
、
接
木
の
目
的

従
来
援
木
は
、
苗
木
の
育
成
を
目
的

と
し
て
実
施
し
て
来
た
が
、
最
近
で
は

量
の
み
で
な
く
、
収
量
と
品
質
の
両
面

を
充
分
考
慮
し
て
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
苗
木
の
育
苗
に

当
っ
て
、
自
家
育
苗
す
る
事
は
優
良
系

統
を
い
か
に
青
苗
す
る
か
が
大
切
で
あ

る
。
ま
だ
定
植
さ
れ
て
い
る
栗
園
の
中

に
も
不
良
系
統
の
も
の
が
あ
る
が
、
こ

れ
を
早
く
更
新
し
、
増
収
と
品
質
向
上

を
図
る
一
つ
の
手
段
で
あ
る
o

二
、
接
木
の
時
期

一
口
に
言
っ
て
樹
液
の
流
動
が
始
ま

る
と
審
接
ぎ
の
適
期
と
な
る
。
芽
の
状

態
で
判
断
す
る
と
、
ム
口
木
の
芽
が
少
し

伸
長
を
開
始
し
、
剥
皮
が
容
易
と
な
っ

た
時
期
が
震
も
適
当
で
あ
る
。

河
辺
村
で
は
コ
一
月
中
旬
頃
か
ら
四
月
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A 日ノ、

一，也、

下
旬
頃
ま
で
実
施
で
き
る
が
、
愚
も
活

着
、
生
育
と
も
良
好
な
時
期
は
四
月
上
、
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